
THE  TOKEIKOUGEI  SHIMBUN第２５２６号（１） 令和６年（２０２４年）６月２０日
昭和 21 年１２月２０日第三種郵便物認可 ・ ５日 ・ ２０日発行 ・ 購読料１カ年送料共 11,000 円
・ 一部３３０円 ・ 海外購読料１カ年送料共航空便３万円～３万８千円 （地域により異なる）

漏
刻
祭

・ 価格は店頭渡しグラム当たり小売価格 （消費税込み）
・ 外国為替相場は米 1 ドル （午後５時現在の銀行間、 中心相場）
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日　付 円相場金 銀Pt

―田中貴金属工業調べ―

技術と信頼をお届けします

指輪空枠・アクセサリー製造

デザイン・原型・ゴム型・キャスト・
磨き・石留までの一貫生産体制

［定 休 日］ 日・祝日、第２・第４土曜日

［営業時間］ ９：３０～１８：００

有限会社トーヨー精工
〒１１０―００１６ 東京都台東区台東３―２２―５（イエローテントが目印）
ＴＥＬ ０３―３８３５―１１５７ ＦＡＸ ０３―３８３５―２７２８

ホームページアドレス http://www.toyo―seiko.jp/

主なニュース主なニュース主なニュース

　日本メガネ協会は、６月 12 日
から『リカレント教育』の４回目
のプログラムを公開した。演題は

『こどもの目の日の制定とその背
景』としている。

ＪＪＡ総会で５項目の事
業計画を積極推進（２面）

日メ協が４回目のリカ
レント教育を公開（３面）

セイコー、シチズンが時
に関する調査公表（４面）

　日本ジュエリー協会は、６月
11 日に「第 13 回通常総会」を開
催し５項目の事業計画をを積極的
に推進していくとしている。

　６月１０日の「時の記念日」を
前にセイコーグループ㈱が「セイ
コー時間白書２０２４」を、シチ
ズン時計㈱が「 生活時間 」に関
する調査を公表した。

発　行　所
㈱時計工藝新聞社
編集発行人　　　　榎　　本　　卓　　生
本　　　　社〒 135- ００44 東京都江東区越中島 2- １-30

Ｔ Ｅ Ｌ ０ ３ － ３ ５ ０ １ － ９ ７ ２ ７
Ｆ Ａ Ｘ ０ ３ － ６ ４ ５ ８ － ８ ７ ０ １

振 　替　 0 ０ １ ９ ０ － ２ － １ ３ ６ ９ ４ ７
ＨＰアドレス
http://www.tokei-kougei.com/
Ｅメール  info@tokei-kougei.com

時計工藝新聞の
購読と広告掲載
のお申し込みは

☎０３-３５０１-９７２７

12,991円

13,047〃

12,849〃

13,033〃

13,158〃

12,798〃

12,898〃

12,930〃

12,937〃

12,850〃

13,007〃

宝
石
と
の

６
月
10
日『
時
の
記
念
日
』を
祝
日
に
‼　

時
計
工
藝
新
聞
社
は
提
唱
し
て
い
ま
す
６
月
10
日
の
「
時
の
記
念
日
」
は
、
大
正
９
年
（
１
９
２
０
年
）
に
制
定
さ
れ
た
歴
史
あ
る
記
念
日
で
あ
る
。
ま
た
、
近
年
ま
で
、
祝
日
の
な
い
月
は
６
月
だ
け
で
あ
っ
た
こ
と
も
あ
り
、
時
計
工
藝
新
聞
社
で
は
、
長
年
〝
時
の
記
念
日
を
祝
日
に
〟
を
提
唱
し
て
い
る
。

　
日
本
宝
石
協
会
（
東
京
都
台

東
区
、堀
内
信
之
理
事
長
）
は
、

６
月
５
日
に
東
京
都
台
東
区
の

オ
ー
ラ
ム
ビ
ル
で
「
第
14
期
定

時
社
員
総
会
」
を
開
催
し
、
11

月
10
日
に
一
般
消
費
者
向
け
の

〝
第
１
回
宝
石
検
定
試
験
〟
を

実
施
す
る
こ
と
な
ど
を
決
め

た
。

　
総
会
は
、
オ
ン
ラ
イ
ン
を
併

用
し
た
も
の
と
な
り
、
最
初
に

堀
内
理
事
長
は
「
理
事
長
１
年

目
で
多
く
の
も
の
を
学
ば
せ
て

い
た
だ
き
ま
し
た
。
こ
の
１
年

と
今
後
の
１
年
の
計
画
を
審
議

し
て
い
た
だ
き
た
く
、
よ
ろ
し

く
お
願
い
し
ま
す
」
と
挨
拶
を

行
い
、
堀
内
理
事
長
を
議
長
に

第
１
号
議
案
か
ら
第
３
号
議
案

ま
で
審
議
さ
れ
、
全
て
承
認
さ

れ
た
。

　
こ
の
中
の
２
０
２
４
年
度
事

業
計
画
で
は
、
宝
石
額
教
育
事

業
と
し
て
、
昨
今
の
高
度
な
情

報
化
社
会
に
お
け
る
消
費
チ
ャ

ン
ネ
ル
の
多
様
化
に
対
応
す
べ

く
、
一
般
消
費
者
へ
の
適
切
な

宝
石
学
教
育
を
提
供
し
、
宝
石

と
ジ
ュ
エ
リ
ー
の
消
費
喚
起
に

繋
げ
る
こ
と
で
、、
さ
ら
な
る

業
界
発
展
に
尽
力
す
る
―
―
と

し
、そ
の
基
幹
事
業
と
し
て『
宝

石
検
定
』
を
本
年
度
か
ら
開
始

す
る
計
画
を
進
め
て
お
り
、
11

月
10
日
に
第
１
回
宝
石
検
定
試

験
を
予
定
し
て
い
る
―
―
と
し

て
い
る
。

　
ま
た
、
業
界
団
体
と
し
て
宝

石
学
教
育
の
タ
ー
ゲ
ッ
ト
に
す

べ
き
は
一
般
消
費
者
で
あ
る
と

い
う
考
え
か
ら
、
一
般
消
費
者

へ
の
宝
石
・
宝
飾
品
の
普
及
を

促
進
し
、
業
界
へ
貢
献
す
る
こ

と
を
目
的
に
㈱
双
葉
社
と
出
版

契
約
を
締
結
し
、『
誕
生
日
石

全
集
』
を
本
年
度
中
の
出
版
と

発
売
を
視
野
に
入
れ
て
進
め
て

い
く
―
―
と
し
て
い
る
。

　
こ
れ
は
「
宝
飾
の
プ
ロ
と
し

て
の
切
り
口
で
一
般
消
費
者
の

興
味
を
そ
そ
る
よ
う
な
本
に
し

て
い
き
た
い
」
と
補
足
し
た
。

ジ
ン
ガ
ー
Ｚ
の
作
品
や
、
梶
氏

の
作
品
に
目
を
留
め
、
感
心
し

き
り
で
あ
っ
た
。

　
両
作
品
は
、
２
日
間
の
入
札

で
価
格
が
決
定
さ
れ
、
落
札
金

額
は
、
デ
ビ
ル
マ
ン
が
５
１
０

万
円
、
マ
ジ
ン
ガ
ー
Ｚ
が
５
５

５
万
円
だ
っ
た
。

　
会
場
に
は
梶
氏
ブ
ー
ス
の
ほ

か
に
も
松
井
久
子
氏
、
松
沢
安

行
氏
、
も
う
40
年
ほ
ど
出
展
し

て
い
る
ブ
ル
ー
ス
・
ハ
ー
デ
ィ

ン
グ
氏
、
芝
田
悦
美
氏
、
石
川

佳
柄
氏
や
コ
ル
ロ
フ
、
ナ
デ
ィ

ア
、
ス
カ
ヴ
ィ
ア
、
イ
ザ
ベ
ル
・

ラ
ン
グ
ロ
ア
、ア
ン
ナ
マ
リ
ア
・

カ
ッ
ミ
ッ
リ
、
ザ
・
プ
レ
ス
テ

ー
ジ
ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド
、
ラ
リ
ッ

ク
、
ニ
ナ
リ
ッ
チ
、
ラ
・
ソ
マ
、

彩
／
サ
ー
ズ
デ
ー
・
ア
イ
な
ど

の
作
品
と
バ
ッ
グ
、
金
製
品
な

ど
多
彩
な
も
の
が
展
示
さ
れ
て

い
た
。

が
表
彰
さ
れ
た
。

　
最
後
に
宮
司
挨
拶
が
、
今
年

か
ら
新
し
く
宮
司
と
な
っ
た
網

谷
道
弘
氏
よ
り
述
べ
ら
れ
た
。

網
谷
宮
司
は
、
神
道
の
〝
中
今

（
な
か
い
ま
）〟
と
い
う
言
葉
の

二
つ
の
意
味
に
つ
い
て
触
れ
、

「
生
活
を
す
る
う
え
で
今
を
大

切
に
生
き
る
、
一
瞬
一
瞬
を
一

生
懸
命
に
生
き
る
、
そ
の
積
み

重
ね
に
よ
り
日
々
の
生
活
が
充

実
す
る
わ
け
で
あ
る
。
も
う
一

つ
は
、
今
生
か
さ
れ
て
い
る

の
は
両
親
の
お
か
げ
で
あ
る
。

代
々
遡
る
と
、
10
代
で
１
０
２

４
名
、
20
代
遡
る
と
百
万
人
を

超
え
る
。
多
く
の
命
の
流
れ
の

中
で
、
子
々
孫
々
代
々
続
い
て

い
る
。
時
の
記
念
日
に
際
し
、

今
一
度
考
え
て
も
ら
え
ば
幸
い

だ
」
と
締
め
く
く
っ
た
。

た
。
今
回
奉
納
さ
れ
た
の
は

「
春
庭
花
」。
平
安
時
代
に
お
い

て
、
皇
太
子
を
定
め
る
儀
式
の

際
に
吉
例
と
し
て
奏
せ
ら
れ
た

歴
史
の
あ
る
曲
で
あ
り
、
美
し

い
紫
の
装
束
を
身
に
ま
と
っ
た

女
人
た
ち
が
美
し
い
舞
を
披
露

し
た
。

　
そ
の
後
、
第
61
回
技
能
五
輪

全
国
大
会
金
賞
受
賞
者
披
露
が

行
わ
れ
、
シ
チ
ズ
ン
時
計
マ

ニ
ュ
フ
ァ
ク
チ
ャ
リ
ン
グ
㈱
ミ

ヨ
タ
佐
久
工
場
の
川
上
健
太
氏

　
続
い
て
た
た
え
歌
奉
唱
等
が

行
わ
れ
た
後
、
女
人
舞
楽
・
原

笙
会
に
よ
る
舞
楽
が
奉
納
さ
れ

　
㈱
ナ
ガ
ホ
リ
（
東
京
都
台
東
区
、長
堀
慶
太
社
長
）

は
、
６
月
８
日
、
９
日
に
東
京
都
千
代
田
区
の
帝
国

ホ
テ
ル
で
２
０
２
４
年
創
美
展
を
開
催
し
、
本
紙
５

月
20
日
号
１
面
に
掲
載
し
た
梶
光
夫
氏
と
石
川
県
輪

島
市
出
身
で
石
川
県
観
光
大
使
と
な
っ
た
漫
画
家
・

永
井
豪
氏
が
コ
ラ
ボ
し
た
作
品
な
ど
の
オ
ー
ク
シ
ョ

ン
も
行
わ
れ
、
大
い
に
盛
り
上
が
っ
て
い
た
。

　
作
品
は
、
永
井
氏
の
デ
ビ
ル

マ
ン
と
マ
ジ
ン
ガ
ー
Ｚ
が
描
か

れ
た
輪
島
塗
特
製
パ
ネ
ル
に
梶

氏
が
宝
石
を
施
し
た
も
の
で
、

記
者
発
表
会
で
は
製
作
が
間
に

合
っ
て
い
な
か
っ
た
マ
ジ
ン
ガ

ー
Ｚ
も
同
展
示
会
で
発
表
さ
れ

た
。

　
８
日
に
は
永
井
豪
氏
も
会
場

に
姿
を
見
せ
、
初
め
て
見
る
マ

デ
ビ
ル
マ
ン 

落
札
金
額 

５
１
０
万
円

マ
ジ
ン
ガ
ー
Ｚ 

落
札
金
額 

５
５
５
万
円

ナ
ガ
ホ
リ
２
０
２
４
年 

創
美
展 

盛
り
上
が
る

梶光夫氏と永井豪氏

コラボ作品オークション

右
か
ら
梶
光
夫
氏
、
永

井
豪
氏
、
梶
武
史
氏

時
計
８
社 

新
製
品
21
点
献
納

宮
司
挨
拶
「
今
を
生
き
る
」「
命
の
流
れ
」

６
月
10
日 

時
の
記
念
日 

近
江
神
宮
で
開
催

令和６年度

時計８社から
献納された今
年の 21製品

第１回宝石検定

誕生日石全集

１１月１０日開催

本年度に出版発売

日本宝石協会定期社員総会で発表

挨
拶
す
る
網

谷
道
弘
宮
司

女人舞楽・原笙会が華麗な「春庭花」を奉納

コラボ作品オークション

漏
刻
祭

令和６年度　漏刻祭　献納時計目録

堀内理事長

　
６
月
10
日
（
月
）、
近
江
神
宮
（
滋
賀

県
大
津
市
）
に
お
い
て
、
漏
刻
祭
が
開
催

さ
れ
た
。

　
快
晴
の
も
と
多
く
の
参
列
者
に
見
守
ら

れ
る
中
、
祭
次
第
通
り
執
り
行
わ
れ
、
漏

刻
博
士
に
後
従
し
、
采
女
に
よ
り
時
計
メ

ー
カ
ー
各
社
か
ら
、
今
年
の
新
製
品
計
21

点
が
献
納
さ
れ
た
（
別
表
に
詳
細
あ
り
）。



第２５２６号 令和６年（２０２４年）６月２０日 （２）（第三種郵便物認可）

東京都中央区京橋２ー1ー1

講座名 日時 一般受講料

初めて作る宝石入りリング 7月22日（月） ¥11,000

粒金（グラニュレーション） 7月22日（月）23日（火） ¥29,000

カラーストーン・グレーディング 7月23日（火） ¥13,000

New カラーダイヤモンドを極める 7月24日（水） ¥13,000

木目金 7月24日（水）25日（木） ¥29,000

1日でわかる「宝石学入門」　 7月26日（金） ¥13,000

ジュエリーデザイン画 入門 7月26日（金）27日（土） ¥25,000

ハイドロリックフォーミング技法 7月26日（金） ¥13,000

New 銅と真鍮の加工法　緋銅 7月27日（土） ¥15,000

楽しい宝石鑑別実技 7月27日（土） ¥13,000

ダイヤモンド・グレーディング 7月29日（月） ¥13,000

New 透かし彫りマジェステ制作 7月29日（月） ¥13,000

New インクルージョンを愛でる 7月30日（火） ¥13,000

ゴールドフォイルオーバーレイ 7月30日（火） ¥13,000

彫留彫刻（和彫り） 7月29日（月）30日（火） ¥29,000

彫留彫刻（彫り留め） 7月31日（水）8月1日（木） ¥29,000

3DCAD（3DESIGN） 7月31日（水） ¥13,000

3DCAD(Fusion360) 8月1日（木） ¥13,000

エタニティリング（ハーフ）を作ろう 8月3日（土） ¥15,000

基礎からわかる買取入門 8月5日（月） ¥13,000

オリジナルチェーン 8月5日（月） ¥13,000

初めてのサイズ直し 8月5日（月） ¥13,000

素敵な日本の装身具（江戸から昭和の300年） 8月6日（火） ¥13,000

アンティークジュエリー 8月7日（水） ¥13,000

アートクレイシルバーで作る　プレートリング 8月7日（水） ¥13,000

パール糸替え　初級コース 8月7日（水） ¥13,000

パール糸替え　応用コース 8月8日（木） ¥11,000

New コスチュームジュエリーのハンドリング 8月8日（木） ¥13,000

インチジオーネと実際 8月9日（金）10日（土） ¥29,000

ワイヤーワックスで作るリング 8月9日（金） ¥12,000

取り巻きセッティング（爪留） 8月10日（土） ¥13,000

ミルタガネ作りとミル打ち 8月17日（土） ¥16,000

よくわかるカラーストーン 7月24日（水） ¥13,000

これを知っていればデザインは考えやすくなる 7月30日（火） ¥11,000

シルバー丸線で作るハートリング 7月31日（水） ¥11,000

2024　サマーセミナー（夏期 宝飾実務講座）

会場：東京本校・名古屋   時間：10:30～16:00

名
古
屋

　
日
本
宝
飾
ク
ラ
フ
ト
学
院
で

は
、
毎
年
恒
例
の
サ
マ
ー
セ
ミ

ナ
ー
（
夏
期
宝
飾
実
務
講
座
）

を
開
催
す
る
。
会
場
は
、
東
京

本
校
と
名
古
屋
校
。

　
こ
の
セ
ミ
ナ
ー
は
、
毎
年
実

施
し
て
い
る
好
評
の
大
型
セ
ミ

ナ
ー
で
、
ジ
ュ
エ
リ
ー
デ
ザ
イ

ン
、
制
作
技
術
、
宝
石
学
な
ど

専
門
技
術
別
に
様
々
な
講
座
が

あ
る
。
す
ぐ
に
仕
事
に
活
か
せ

る
技
術
が
短
期
間（
１
～
２
日
）

で
習
得
で
き
る
。

　
今
年
は
以
下
の
講
座
を
新
規

開
講
す
る
。

　
◎
東
京
本
校 

新
講
座

　
・
銅
と
真
鍮
の
加
工
法 

緋

銅　
・
透
し
彫
り
マ
ジ
ェ
ス
テ
制

作　
・
彫
留
彫
刻
（
和
彫
り
）

　
・
彫
留
彫
刻
（
彫
り
留
め
）

　
・
カ
ラ
ー
ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド
を

極
め
る

　
・
イ
ン
ク
ル
ー
ジ
ョ
ン
を
愛

で
る

　
・
コ
ス
チ
ュ
ー
ム
ジ
ュ
エ
リ

ー
の
ハ
ン
ド
リ
ン
グ

　
・
シ
ル
バ
ー
丸
線
で
作
る
ハ

ー
ト
リ
ン
グ
（
名
古
屋
校
）

　
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら

の
受
講
申
し
込
み
は
６

月
上
旬
よ
り
開
始
し
て

い
る
。

　
人
気
の
講
座
は
、
例

年
早
い
時
期
に
定
員
に

達
し
て
し
ま
う
の
で
、

希
望
者
は
早
め
に
申
し

込
む
と
よ
い
。

　
好
評
の
法
人
割
引
を
今
年
も

引
き
続
き
行
う
。
同
一
企
業
か

ら
２
人
以
上
受
講
の
場
合
に

は
、
受
講
料
が
10
％
割
引
と
な

る
。
ジ
ュ
エ
リ
ー
関
連
企
業
の

ス
タ
ッ
フ
の
研
修
な
ど
に
積
極

的
に
活
用
し
て
い
た
だ
き
た

い
。

　
ま
た
、
一
人
で
複
数
の
講
座

を
申
し
込
む
と
受
講
料
が
10
％

引
き
に
な
る
複
数
割
引
制
度
も

実
施
し
て
い
る
。

　
受
講
申
し
込
み
・
お
問
い
合

わ
せ
は
、
東
京
本
校
フ
リ
ー
ダ

イ
ヤ
ル
０
１
２
０
―
３
３
８
８

―
２
６
ま
で
。
ネ
ッ
ト
申
し

込
み
は
、https://www.jj-

craft.com
/

　
日
本
ジ
ュ
エ
リ
ー
デ
ザ
イ
ナ
ー
協

会
（
東
京
都
中
央
区
、
長
井
豊
会
長

＝
Ｊ
Ｊ
Ｄ
Ａ
）
は
、
６
月
８
日
か
ら

13
日
ま
で
東
京
都
台
東
区
の
東
京
都

美
術
館
で
「
第
33
回
公
募
２
０
２
４

日
本
ジ
ュ
エ
リ
ー
展
」と
併
設
で「
日

本
ジ
ュ
エ
リ
ー
デ
ザ
イ
ナ
ー
協
会
創

立
60
周
年
記
念
展
」
を
開
催
し
、
多

く
の
来
場
者
で
に
ぎ
わ
っ
て
い
た
。

　
８
日
に
は
、
第
33
回
公
募
２
０
２

４
日
本
ジ
ュ
エ
リ
ー
展
の
入
賞
作
品

（
本
紙
６
月
５
日
号
４
面
に
掲
載
）

の
表
彰
式
が
行
わ
れ
、
大
賞
の
佐
藤

寛
朗
氏
ら
が
表
彰
さ
れ
た
。

　
日
本
ジ
ュ
エ
リ
ー
協
会
（
長

堀
慶
太
会
長
）
は
、
６
月
11
日

に
東
京
都
台
東
区
の
オ
ー
ラ
ム

で
「
第
13
回
通
常
総
会
」
を
開

催
し
全
て
の
議
案
が
承
認
さ
れ

た
。

　
こ
の
中
の
２
０
２
４
年
度
事

業
方
針
で
は
、
①
消
費
者
の
信

頼
向
上
策
の
充
実
②
人
材
育
成

支
援
策
の
強
化
③
国
内
活
性
化

策
の
推
進
④
「
ジ
ャ
パ
ン
ブ
ラ

ン
ド
」
の
発
信
⑤
会
員
増
員
策

の
推
進
―
―
の
５
項
目
を
積
極

的
に
推
進
し
て
い
く
と
し
て
い

る
。

　
総
会
後
に
は
、
オ
ー
ラ
ム
地

下
２
階
に
約
１
５
０
人
が
参
集

し
て
懇
親
会
が
開
か
れ
た
。

　
最
初
に
長
堀
会
長
は
「
先
ほ

ど
通
常
総
会
が
無
事
終
了
い
た

し
ま
し
た
」
と
報
告
し
た
あ

と
「
日
本
の
宝
飾
市
場
規
模
は

２
年
連
続
１
兆

円
を
超
え
ま
し

た
。
イ
ン
バ
ウ

ン
ド
な
ど
様
々

な
要
因
が
あ
り

ま
す
が
、
金
価

格
の
上
昇
や
円

高
な
ど
買
い
控

え
も
心
配
さ
れ

て
い
ま
す
。
日

本
ジ
ュ
エ
リ
ー

協
会
は
消
費
者

か
ら
の
信
頼
と

業
界
活
性
化
に

取
り
組
ん
で
、

ジ
ュ
エ
リ
ー
業

界
を
元
気
に
す

る
こ
と
が
使
命

と
考
え
て
い
ま

す
」
と
挨
拶
を
行
っ
た
。

　
こ
の
あ
と
、
ジ
ュ
エ
リ
ー
議

員
連
盟
の
高
市
早
苗
副
会
長
、

堀
内
詔
子
幹
事
長
代
理
が
来
賓

あ
い
さ
つ
を
行
い
、
ジ
ュ
エ
リ

ー
議
員
連
盟
の
辻
清
人
事
務
局

長
の
乾
杯
の
発
声
で
懇
親
の
場

へ
と
移
っ
た
。

　
宴
半
ば
で
は
、
ジ
ュ
エ
リ
ー

議
員
連
盟
の
山
東
昭
子
顧
問
も

駆
け
つ
け
挨
拶
を
行
っ
た
。

　
日
本
貴
金
属
製
鎖
工
業
組
合

（
村
尾
嘉
章
理
事
長
）
は
、
５

月
29
日
に
Ｊ
Ｊ
Ａ
会
館
で
「
第

36
回
通
常
総
会
」を
開
催
し
た
。

組
合
員
数
10
社
中
出
席
10
社
。

安
藤
兼
輔
専
務
理
事
の
司
会
で

後
藤
俊
明
副
理
事
長
の
開
会
の

辞
、
村
尾
嘉
章
理
事
長
の
挨
拶

に
次
い
で
総
会
成
立
宣
言
が
行

わ
れ
た
。

　
後
藤
副
理
事
長
が
議
長
に
選

任
さ
れ
議
案
審
議
に
移
り
、
令

和
５
年
度
事
業
報
告
・
会
計
報

告
・
監
査
報
告
が
承
認
さ
れ
、

続
い
て
令
和
６
年
度
事
業
計
画

案
・
収
支
予
算
案
が
承
認
さ
れ

た
。
次
に
借
入
金
最
高
限
度
額

の
件
、
賦
課
及
び
徴
収
方
法
な

ら
び
に
手
数
料
、
貸
付
利
息
及

び
保
証
料
の
最
高
限
度
額
決
定

の
件
が
承
認
さ
れ
た
。

　
安
藤
専
務
理
事
の
閉
会
の
辞

で
終
了
し
た
。

　
日
本
時
計
協
会
は
、
こ
の
ほ

ど
、
岸
良
一
専
務
理
事
が
顧
問

に
就
任
し
、
新
専
務
理
事
に
は

樋
口
晴
彦
事
業
部
長
が
昇
格
し

た
。

　
タ
ヒ
チ
産
の
黒
蝶
真
珠
「
タ

ヒ
チ
パ
ー
ル
」
の
広
報
機
関
、

タ
ヒ
チ
パ
ー
ル
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ

ン
（
東
京
都
中
央
区
、
奥
田
一

弥
会
長
）
は
、
６
月
６
日
の
理

事
会
で
、
磯
和
晃
至
理
事
を
委

員
長
と
す
る
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン

委
員
会
の
設
置
を
決
議
し
た
。

　
今
年
度
上
半
期
の
プ
ロ
モ
ー

シ
ョ
ン
予
算
４
４
０
０
万
円
が

通
常
総
会
で
決
定
さ
れ
、「
タ

ヒ
チ
パ
ー
ル
」
の
認
知
度
の
向

上
と
需
要
の
喚
起
の
た
め
に
同

委
員
会
で
具
体
的
な
施
策
を
検

討
、執
行
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。

　
同
委
員
会
は
、
磯
和
委
員
長

の
ほ
か
、
小
山
藤
太
副
会
長
、

井
口
孔
仁
氏
、
三
原
健
氏
の
４

人
で
構
成
さ
れ
る
。

　
同
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
は
、
１

９
９
３
年
の
設
立
以
来
、
日
本

に
お
け
る
タ
ヒ
チ
ア
ン
パ
ー
ル

市
場
の
健
全
な
発
展
と
促
進
を

図
る
た
め
、
タ
ヒ
チ
ア
ン
パ
ー

ル
と
は
何
か
を
正
し
く
伝
え
る

広
告
宣
伝
な
ど
の
広
報
活
動
を

は
じ
め
、
商
品
の
信
頼
を
も
っ

て
、
消
費
者
が
安
心
し
て
購
入

で
き
る
市
場
の
安
定
化
に
向
け

た
体
制
作
り
と
情
報
発
信
や
イ

ベ
ン
ト
を
行
っ
て
い
る
。

　
同
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
へ
の

問
い
合
わ
せ
先
は
、
☎
０
３

（
３
５
３
８
）
４
７
０
０
。

　
ジ
ュ
エ
リ
ー
タ
ウ
ン
お
か
ち

ま
ち
は
、
６
月
３
日
に
東
京
都

台
東
区
の
浅
草
橋
ヒ
ュ
ー
リ
ッ

ク
ホ
ー
ル
で
「
第
１
２
０
回

Ｊ
Ｔ
Ｏ
フ
ェ
ア
」
を
開
催
し

た
が
、
出
展
社
も
９
社
と
少

な
く
、
来
場
者
も
ま
ば
ら
で

盛
り
上
が
り
に
欠
け
る
展
示

会
と
な
っ
た
。

　
恒
例
通
り
、
３
万
円
買
い

上
げ
ご
と
に
１
回
抽
選
が
で

き
、
合
計
３
７
５
本
、
総
額

１
１
０
万
円
が
当
た
る
抽
選

会
も
行
わ
れ
て
い
た
が
、
以

前
の
Ｊ
Ｔ
Ｏ
フ
ェ
ア
に
比
較

す
る
と
寂
し
い
会
場
で
は
あ

っ
た
。

　
出
展
社
は
次
の
通
り
。

　
▽
㈱
三
和
真
珠
▽
㈱
鈴
峯

▽
さ
く
ら
ジ
ュ
エ
リ
ー
イ
ン
タ

ー
ナ
シ
ョ
ナ
ル
▽
㈱
ユ
ニ
オ
ン

真
珠
▽
㈱
Ｓ
ａ
ｎ
▽
岸
の
宝
飾

（
㈲
き
し
の
）
▽
中
川
装
身
具

工
業
㈱
▽
㈱
ジ
ュ
エ
リ
ー
Ｈ
Ａ

Ｒ
Ｕ
（
協
賛
出
展
社
）
▽
㈱
エ

ス
テ
ー
ト

◆
日
本
時
計
協
会
人
事

プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン

委
員
会
を
設
置

タ
ヒ
チ
パ
ー
ル
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン

銅と真鍮の加工法 緋銅

楽しい鑑別実技 セミナー風景 日
本
宝
飾
ク
ラ
フ
ト

学
院
７
～
８
月
開
催

宝
飾
サ
マ
ー
セ
ミ
ナ
ー

宝
飾
サ
マ
ー
セ
ミ
ナ
ー

宝
飾
サ
マ
ー
セ
ミ
ナ
ー

①消費者の信頼向上策の充実
②人材育成支援策の強化③国
内活性化策の推進④ジャパン
ブランド発信⑤会員増に注力

Ｊ
Ｊ
Ｄ
Ａ
創
立
60
周
年
記
念
展

Ｊ
Ｊ
Ａ

日
本
貴
金
属
製
鎖
工
業
協
同
組
合

第
36
回 

通
常
総
会
開
催

仕事に活かせる技術を短期間で習得

多くの来場者でにぎわう

日本ジュエリー展入賞者表彰式も

ジ
ュ
エ
リ
ー
議
員
連
盟
も
参
加

山
東
昭
子
顧
問
が
挨
拶

５項目を 推進
積
極
的

日本ジュエリー展入賞者の記念写真
（右下は大賞の佐藤氏と長井会長）

Ｊ
議
員
連
盟
の
山
東
昭
子
顧
問
も
駆
け
つ
け
た

第
13
回
通
常
総
会
で

今
年
度
方
針
を
決
定

第１２０回ＪＴＯフェア９社出展

Ｊ
Ｔ
Ｏ
会
場
の
様
子

挨拶する長堀会長㊦は会見するＪＪＡ幹部

辻
事
務
局
長
の
乾
杯
の
発
声
で
懇
親
会
に

①消費者の信頼向上策の充実
②人材育成支援策の強化③国
内活性化策の推進④ジャパン
ブランド発信⑤会員増に注力



第２５２６号令和６年（２０２４年）６月２０日（３） （第三種郵便物認可）

１
９
７
０
年
生
ま
れ
、東
京
都
出
身
。

16
歳
で
渡
米
し
て
江
連
忠
プ
ロ
と
出

会
い
、
試
合
を
転
戦
し
な
が
ら
ゴ
ル

フ
最
新
理
論
を
学
ぶ
。
96
年
日
本
プ

ロ
テ
ス
ト
合
格
。
多
く
の
プ
ロ
、
ア

マ
を
指
導
し
、レ
ッ
ス
ン
が
大
人
気
。

スコアアップの
　　　　近道
スコアアップの
　　　　近道
スコアアップの
　　　　近道

プ
ロ
ゴ
ル
フ
ァ
ー
小
野
寺
誠
の
極
意

　
ゴ
ル
フ
場
で
ア
マ
チ
ュ
ア
を

よ
く
観
察
し
て
い
る
と
、
出
球

の
傾
向
に
よ
っ
て
テ
ィ
ー
ア
ッ

プ
す
る
ク
セ
が
わ
か
り
ま
す
。

　
例
え
ば
、
ス
ラ
イ
ス
や
引
っ

掛
け
と
い
っ
た
ミ
ス
が
よ
く
出

る
ア
マ
チ
ュ
ア
の
場
合
、
ホ
ー

ル
左
サ
イ
ド
狙
い
で
右
テ
ィ
ー

マ
ー
ク
寄
り
に
テ
ィ
ー
ア
ッ
プ

し
が
ち
で
す
。
反
対
に
フ
ッ
ク

や
プ
ッ
シ
ュ
ア
ウ
ト
の
ミ
ス
な

ら
、
左
寄
り
に
テ
ィ
ー
ア
ッ
プ

―
―
、
と
い
っ
た
具
合
で
す
。

　
テ
ィ
ー
イ
ン
グ
エ
リ
ア
は
プ

レ
ー
ヤ
ー
に
と
っ
て
ラ
ウ
ン
ド

中
に
唯
一
ラ
イ
を
選
ぶ
こ
と
が

で
き
る
場
所
で
あ
り
、
テ
ィ
ー

ア
ッ
プ
の
大
前
提
は
平
ら
な
ラ

イ
を
選
ぶ
こ
と
で
す
。

　
そ
の
点
、
ラ
イ
に
注
意
を
払

う
ア
マ
チ
ュ
ア
が
非
常
に
少
な

い
と
い
え
ま
す
。

　
確
か
に
コ
ー
ス
マ
ネ
ジ
メ
ン

ト
で
は
、
ホ
ー
ル
左
サ
イ
ド
、

ま
た
は
右
サ
イ
ド
を
狙
う
と
ラ

ン
デ
ィ
ン
グ
エ
リ
ア
が
広
く
、

ド
ラ
イ
バ
ー
が
打
ち
や
す
い
と

い
う
ケ
ー
ス
は
あ
り
ま
す
。

テ
ィ
ー
ア
ッ
プ
の
大
前
提
は

平
ら
な
ラ
イ
ン
を
選
ぶ
こ
と

　
し
か
し
、
テ
ィ
ー
イ
ン
グ
エ

リ
ア
は
ど
こ
も
か
し
こ
も
平
坦

と
は
限
り
ま
せ
ん
。

　
テ
ィ
ー
ア
ッ
プ
し
た
場
所
が

つ
ま
先
下
が
り
の
ラ
イ
な
ら

ば
、
ス
ラ
イ
ス
を
誘
発
し
、
左

足
下
が
り
の
ラ
イ
な
ら

上
体
が
突
っ
込
ん
で
引

っ
掛
け
の
ミ
ス
も
出
や

す
い
。

　
出
球
に
よ
っ
て
狙
い

や
す
い
と
こ
ろ
に
テ
ィ

ー
ア
ッ
プ
し
て
も
、
か

え
っ
て
ラ
イ
が
悪
く
な

り
、
立
ち
づ
ら
く
て
ミ

ス
シ
ョ
ッ
ト
が
出
る
こ

と
も
あ
る
の
で
す
。

　
自
分
の
球
筋
を
知
っ

て
い
る
か
ら
こ
そ
、
ス

ト
レ
ス
が
か
か
ら
ず
真

っ
す
ぐ
の
ボ
ー
ル
を
打

　
そ
し
て
自
分
が
打
ち
た
い
エ

リ
ア
が
フ
ェ
ア
ウ
エ
ー
の
セ
ン

タ
ー
に
あ
り
、
フ
ェ
ア
ウ
エ
ー

の
左
右
の
幅
が
均
一
に
見
え
る

位
置
に
テ
ィ
ー
ア
ッ
プ
す
る
こ

と
で
、ス
ト
レ
ス
が
な
く
な
り
、

バ
ラ
ン
ス
よ
く
ド
ラ
イ
バ
ー
を

振
る
こ
と
に
集
中
で
き
ま
す
。

　
ち
な
み
に
平
ら
な
ラ
イ
は
多

く
の
ゴ
ル
フ
ァ
ー
が
テ
ィ
ー
ア

ッ
プ
し
て
お
り
、
芝
が
薄
く
な

っ
て
い
る
か
ら
す
ぐ
に
わ
か
り

ま
す
。

　
テ
ィ
ー
ア
ッ
プ
し
た
際
に

「
な
に
か
居
心
地
が
悪
い
」「
タ

ー
ゲ
ッ
ト
に
打
ち
づ
ら
い
」
と

感
じ
た
ら
、
そ
こ
は
絶
対
に
平

ら
な
ラ
イ
で
は
な
い
で
し
ょ

う
。
そ
ん
な
時
に
は
面
倒
く
さ

が
ら
ず
に
、
テ
ィ
ー
ア
ッ
プ
を

や
り
直
す
べ
き
で
す
。

　
テ
ィ
ー
ア
ッ
プ
は
左
右
テ
ィ

ー
マ
ー
カ
ー
を
結
ん
だ
ラ
イ
ン

か
ら
、
２
ク
ラ
ブ
の
奥
行
ま
で

の
エ
リ
ア
な
ら
ど
こ
で
も
Ｏ
Ｋ

で
す
。
一
歩
下
が
っ
て
み
る
こ

と
で
平
ら
な
ラ
イ
を
見
つ
け
る

こ
と
も
で
き
ま
す
。
ナ
イ
ス
シ

ョ
ッ
ト
の
た
め
に
テ
ィ
ー
イ
ン

グ
エ
リ
ア
を
じ
っ
く
り
見
極
め

る
よ
う
に
、
視
野
を
広
く
持
つ

と
い
い
で
し
ょ
う
。

打つ前の「目の付け所」ち
た
い
、
と
目
が
安
心
す
る
ポ

ジ
シ
ョ
ン
は
誰
に
で
も
あ
り
ま

す
。

　
し
か
し
、
ラ
イ
が
よ
く
な
け

れ
ば
ナ
イ
ス
シ
ョ
ッ
ト
は
望
め

ま
せ
ん
。
目
が
喜
ぶ
だ
け
の
テ

ィ
ー
ア
ッ
プ
に
は
何
の
意
味
も

あ
り
ま
せ
ん
。

　
テ
ィ
ー
ア
ッ
プ
で
一
番
大
事

な
こ
と
は
、「
い
い
ス
イ
ン
グ

が
で
き
る
」
こ
と
で
す
。

東
京
眼
鏡
卸
協
組
６
月
例
会
議
事
録

ロストボール探しの
悲劇で浮上した問題

　
６
月
10
日
は
「
時
の
記
念

日
」
だ
っ
た
。

　
ゴ
ル
フ
は
ル
ー
ル
に
精
通

す
る
と
好
ス
コ
ア
に
つ
な
が

る
武
器
に
な
り
、
知
ら
な
い

と
ペ
ナ
ル
テ
ィ
を
受
け
て
不

利
に
な
る
事
も
あ
る
と
言
わ

れ
る
。

　
そ
ん
な
ゴ
ル
フ
規
則
で
先

ご
ろ
、
日
本
選
手
が
わ
ず
か

な
時
間
で
笑
い
、
泣
い
た
ケ

ー
ス
が
海
外
で
あ
っ
た
。

　
笑
っ
た
の
は
渋
野
日
向
子

だ
。

　
復
活
を
ア
ピ
ー
ル
す
る
単

独
２
位
フ
ィ
ニ
ッ
シ
ュ
に
終

わ
っ
た
メ
ジ
ャ
ー
全
米
女
子

オ
ー
プ
ン
３
日
目
の
14
番
パ

ー
４
で
の
出
来
事
だ
。

　
カ
ラ
ー
か
ら
カ
ッ
プ
ま
で

10
メ
ー
ト
ル
近
く
の
距
離
を

渋
野
は
パ
タ
ー
で
転
が
し
、

ボ
ー
ル
は
い
っ
た
ん
カ
ッ
プ

の
そ
ば
に
止
ま
っ
た
。

　
テ
レ
ビ
中
継
で
の
静
止
時

間
は
す
で
に
10
秒
を
超
え
て

い
た
が
、
渋
野
が
カ
ッ
プ
に

歩
み
寄
る
最
中
に
コ
ロ
ン
と

ボ
ー
ル
は
カ
ッ
プ
に
落
ち
て

バ
ー
デ
ィ
ー
に
な
っ
た
。

　
ち
な
み
に
10
秒
ル
ー
ル
は

ボ
ー
ル
の
近
く
ま
で
歩
み
寄

っ
て
、
そ
こ
で
じ
っ
と
見
守

っ
て
待
つ
許
容
時
間
が
10

秒
。

　
10
秒
を
超
え
て
の
カ
ッ
プ

イ
ン
は
認
め
ら
れ
る
が
１
罰

打
が
課
さ
れ
て
バ
ー
デ
ィ
ー

で
は
な
く
、
パ
ー
に
な
る
。

　
渋
野
は
「
10
秒
ル
ー
ル
」

の
範
囲
内
だ
っ
た
。

　
ボ
ー
ル
が
カ
ッ
プ
に
吸
い

込
ま
れ
、「
待
っ
て
い
た
ら

風
に
押
さ
れ
ま
し
た
。
ラ
ッ

キ
ー
、
ラ
ッ
キ
ー
」（
渋
野
）

と
ギ
ャ
ラ
リ
ー
に
満
面
の
シ

ブ
コ
ス
マ
イ
ル
を
見
せ
て
会

場
を
沸
か
せ
た
。

　
い
っ
ぽ
う
泣
い
た
の
は
畑

岡
奈
紗
だ
。

　
全
米
女
子
オ
ー
プ
ン
翌
週

の
シ
ョ
ッ
プ
ラ
イ
ト
・
ク
ラ

シ
ッ
ク
初
日
、
イ
ン
発
進
の

畑
岡
に
と
っ
て
上
が
り
９
番

パ
ー
５
だ
っ
た
。

　
第
２
打
が
深
い
ラ
フ
に
つ

か
ま
り
、
球
を
見
つ
け
出
し

て
か
ら
ア
ン
プ
レ
ア
ブ
ル
を

選
択
し
た
。
だ
が
、
米
テ
レ

ビ
中
継
局
リ
ポ
ー
タ
ー
が
、

球
を
捜
す
時
間
が
規
定
の
３

分
を
超
え
る
、
３
分
25
秒
だ

っ
た
と
大
会
に
伝
え
、
２
日

目
の
ス
タ
ー
ト
前
に
誤
所
か

ら
の
プ
レ
ー
に
よ
り
失
格
に

な
っ
た
。

　
問
題
は
タ
イ
ム
オ
ー
バ
ー

の
25
秒
だ
。

　
ボ
ー
ル
を
探
す
時
間
は
２

０
１
７
年
ま
で
は
５
分
だ
っ

た
。
し
か
し
ゴ
ル
フ
は
時
間

の
か
か
る
ス
ポ
ー
ツ
と
い
う

イ
メ
ー
ジ
が
浸
透
し
て
プ
レ

ー
人
口
が
減
少
し
た
こ
と
か

ら
、
ル
ー
ル
を
決
め
る
総
本

山
の
Ｒ
＆
Ａ
（
英
国
ゴ
ル
フ

協
会
）
と
Ｕ
Ｓ
Ｇ
Ａ
（
全
米

ゴ
ル
フ
協
会
）
は
ス
ピ
ー
ド

ア
ッ
プ
を
目
指
し
て
２
０
１

８
年
か
ら
３
分
に
短
縮
し

た
。

　
と
こ
ろ
が
当
初
か
ら
関
係

者
の
間
で
は
「
問
題
が
出
る

だ
ろ
う
」
と
い
う
指
摘
が
あ

っ
た
。

　
と
い
う
の
も
３
分
と
決
め

た
が
的
確
な
ル
ー
ル
運
用
が

定
め
ら
れ
て
い
な
い
。
３
分

は
選
手
個
人
の
判
断
に
ゆ
だ

ね
ら
れ
て
お
り
、
ボ
ー
ル
探

し
が
い
つ
ス
タ
ー
ト
し
た
の

か
も
ハ
ッ
キ
リ
し
な
い
。
も

ち
ろ
ん
競
技
委
員
が
そ
ば
に

い
て
ス
ト
ッ
プ
ウ
ォ
ッ
チ
を

持
っ
て
計
測
す
る
こ
と
も
な

い
。

　
お
お
よ
そ
深
い
ラ
フ
に
す

っ
ぽ
り
埋
ま
っ
た
ボ
ー
ル
を

探
す
の
に
３
分
で
足
り
る
の

か
、
ま
た
テ
レ
ビ
が
映
ら
な

か
っ
た
所
で
は
ボ
ー
ル
探
し

に
選
手
が
ど
れ
だ
け
の
時
間

を
費
や
し
た
の
か
も
不
明
で

あ
り
、
不
平
等
だ
と
い
う
声

も
あ
る
。

　
す
で
に
テ
レ
ビ
視
聴
者
か

ら
の
ル
ー
ル
に
関
す
る
ク
レ

ー
ム
は
受
け
付
け
な
い
と
決

ま
っ
て
い
る
が
、
今
回
は
ル

ー
ル
に
精
通
す
る
リ
ポ
ー
タ

ー
の
申
告
だ
っ
た
。
そ
れ
な

ら
な
ぜ
初
日
の
ア
テ
ス
ト
前

に
報
告
し
な
か
っ
た
の
か
と

い
う
疑
問
も
あ
る
。
い
ず
れ

に
し
ろ
ゴ
ル
フ
で
は
秒
単
位

の
違
い
で
、
笑
い
、
泣
き
が

あ
る
の
だ
。

　（
ゴ
ル
フ
ラ
イ
タ
ー
・
三

山
典
央
）

時
間
ル
ー
ル
に
笑
っ
た
渋
野
と
泣
い
た
畑
岡

　
第
一
号
議
案 

所
管
事
項
の

協
議
及
び
報
告
の
件

　
１
．
薮
下
理
事
長
あ
い
さ
つ

並
び
に
月
次
報
告
、
他

　
４
月
例
会
日
以
後
の
組
合
の

動
き
あ
る
い
は
業
界
の
動
き
な

ど
を
述
べ
た
後
、
下
記
６
点
に

つ
い
て
報
告
（
説
明
）
し
た
。

　
①
組
合
員
退
会
の
報
告

　
組
合
員
㈲
野
村
眼
鏡
店
よ
り

組
合
退
会
届
が
提
出
さ
れ
、
先

ほ
ど
開
催
し
た
５
月
理
事
会
の

席
上
、承
認
し
た
旨
報
告
し
た
。

　
②
一
般
社
団
法
人
日
本
メ
ガ

ネ
協
会
第
３
回
メ
ガ
ネ
関
連
団

体
協
議
委
員
会
に
つ
い
て

　
５
月
30
日
（
木
曜
日
）
ビ
デ

オ
会
議
で
開
催
さ
れ
る
一
般
社

団
法
人
日
本
メ
ガ
ネ
協
会
第
３

回
メ
ガ
ネ
関
連
団
体
協
議
委
員

会
は
、
冨
田
常
務
理
事
が
出
席

す
る
旨
説
明
し
た
。

　
③
一
般
社
団
法
人
日
本
メ
ガ

ネ
協
会
第
２
回
眼
鏡
公
正
取
引

協
議
委
員
会
拡
大
常
任
委
員
会

の
報
告

　
④
第
73
回
日
本
眼
鏡
卸
組
合

　
⓮
貴
店
・
貴
ブ
ラ
ン
ド
で
は

男
性
が
一
人
で
購
入
し
て
サ
プ

ラ
イ
ズ
の
プ
ロ
ポ
ー
ズ
を
す
る

場
合
、
ど
ん
な
ア
ド
バ
イ
ス
や

サ
ポ
ー
ト
を
行
っ
て
い
ま
す

か
？
（
22
件
の
回
答
）

　
○
適
正
な
金
額
と
グ
レ
ー
ド

の
案
内

　
○
ル
ー
ス
の
み
を
販
売
し
後

に
デ
ザ
イ
ン
を
二
人
で
選
ぶ

　
○
石
の
価
値

　
意
味

　
サ
イ

ズ
は
後
日
変
更
可
能

　
○
グ
レ
イ
ド
と
価
格
と
好
み

の
バ
ラ
ン
ス

　
・
デ
ザ
イ
ン
選
び
が
ご
不
安

な
方
へ

　
ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド
ル
ー

ス
の
ご
提
案

　
・
リ
ン
グ
の
サ
イ
ズ
が
あ
や

ふ
や
な
方
へ

　
後
日
サ
イ
ズ
交

換
（
未
使
用
の
場
合
の
み
） 

　
・
プ
ロ
ポ
ー
ズ
応
援
の
サ
ー

ビ
ス
は
特
に
行
っ
て
い
な
い

　
○
サ
プ
ラ
イ
ズ
ボ
ッ
ク
ス
の

提
案

　
○
ど
の
よ
う
な
サ
プ
ラ
イ
ズ

を
し
た
い
の
か
要
望
を
じ
っ
く

り
と
き
き
、
寄
り
添
う

　
○
特
に
し
て
い
な
い
が
、
頑

張
っ
て
ね
‼
の
よ
う
な
こ
と
は

話
し
て
い
る

　
○
お
渡
し
し
や
す
い
ケ
ー
ス

を
ご
提
案
し
た
り
、
サ
イ
ズ
直

し
無
料
な
ど
の
サ
ポ
ー
ト

　
○
サ
プ
ラ
イ
ズ
プ
ロ
ー
ポ
ー
ズ

用
の
軽
量
の
Ｂ
Ｏ
Ｘ
の
提
供
や
サ

イ
ズ
が
は
っ
き
り
わ
か
ら
な
い
人

の
た
め
に
後
日
サ
イ
ズ
調
整
の
提

案　
○
ル
ー
ス
の
み
を
購
入
し
て
も

ら
い
デ
ザ
イ
ン
は
後
日
２
人
で
選

べ
る

　
○
ル
ー
ス
で
の
お
勧
め
、
お
渡

し
す
る
シ
チ
エ
ー
シ
ョ
ン
の
提

案
、
専
用
ギ
フ
ト
Ｂ
Ｏ
Ｘ
用
意
、

後
日
枠
を
決
め
に
お
二
人
で
の
ご

来
店
を
促
す

　
○
ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド
や
リ
ン
グ
デ

ザ
イ
ン
を
選
ぶ
理
由
を
明
確
に

し
、
プ
ロ
ポ
ー
ズ
の
自
信
に
繋
げ

る
。

　
○
販
売
員
の
知
識

　
ア
ド
バ
イ

ス
、
サ
ポ
ー
ト
の
説
明
理
解
力

　
○
仮
枠
に
と
め
て
（
Ｓ
Ｖ
、
無

料
）、
後
日
枠
選
び
に
一
緒
に
ご

来
店
さ
れ
ま
す
。

　
○
レ
ス
ト
ラ
ン
な
ど
の
紹
介

　
⓯
ホ
テ
ル
や
式
場
、
衣
装
店
、

写
真
ス
タ
ジ
オ
な
ど
と
提
携
し
た

取
り
組
み
を
行
っ
て
い
る
よ
う
で

し
た
ら
内
容
を
具
体
的
に
教
え
て

く
だ
さ
い
。（
16
件
の
回
答
）

　
○
相
互
に
送
客

　
○
式
場
提
携

　
お
客
様
を
紹
介

し
た
ら
お
客
様
に
特
典
（
優
待
／

ノ
ベ
ル
テ
ィ
）、
企
業
間
で
紹
介

料
支
払
い

　
○
ブ
ラ
イ
ダ
ル
フ
ェ
ア
へ
の
参

加　
○
衣
裳
店
と
コ
ラ
ボ
し
、
Ｐ
Ｏ

Ｐ
ア
ッ
プ
フ
ェ
ア
無
料
試
着
会

（
弊
社
の
テ
ィ
ア
ラ
、
リ
ン
グ
、

ド
レ
ス
）
を
行
っ
て
い
る

　
○
結
婚
相
談
所
に
パ
ン
フ
レ
ッ

ト
を
置
か
せ
て
も
ら
っ
て
い
る
が

効
果
な
し

　
○
近
年
は
式
場
よ
り
も
前
に
指

輪
購
入
の
ケ
ー
ス
が
多
い

　
○
今
は
な
い
。
２
０
０
０
～
２

０
１
０
年
ま
で
は
パ
ン
フ
レ
ッ
ト

を
お
い
た
り
し
て
い
た
。

　
⓰
ブ
ラ
イ
ダ
ル
リ
ン
グ
の
消
費

向
上
の
た
め
に
、
日
本
ジ
ュ
エ
リ

ー
協
会
に
期
待
す
る
こ
と
や
ご
意

見
、
ご
要
望
が
あ
れ
ば
ご
自
由
に

ご
記
入
く
だ
さ
い
。（
16
件
の
回

答
）

　
○
か
つ
て
の
デ
ビ
ア
ス
が
成
功

さ
せ
た
よ
う
な
啓
蒙
活
動
と
工
場

で
つ
く
ら
れ
た
ラ
ボ
グ
ロ
ウ
ン
に

は
な
い
。
天
然
な
ら
で
は
の
素
晴

ら
し
さ
を
訴
求
し
て
い
く
こ
と
。

　
○
昔
の
よ
う
な
「
給
与
の
３
カ

月
分
」
に
代
わ
る
キ
ャ
ッ
チ
フ
レ

ー
ズ
。

　
○
Ｐ
Ｒ

　
○
結
婚
す
る
世
代
の
両
親
に
あ

た
る
世
代
に
向
け
て
も
販
売
促
進

の
ア
プ
ロ
ー
チ

　
○
Ｓ
Ｎ
Ｓ
な
ど
で
の
広
告

　
○
昔
の
プ
ラ
チ
ナ
ギ
ル
ド
さ
ん

や
給
料
３
カ
月
分
な
ど
が
認
知
さ

れ
な
い
と
式
場
に
よ
っ
て
は
、
マ

リ
ッ
ヂ
リ
ン
グ
は
必
要
で
は
な
い

み
た
い
な
説
明
を
し
て
い
る
神
社

仏
閣
が
あ
る
よ
う
で
す
。（
大
手

で
す
よ
）

　
○
必
要
性
を
認
識
し
て
い
た
だ

け
る
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

　
○
合
同
新
入
社
員
研
修

　
○
テ
レ
ビ
コ
マ
ー
シ
ャ
ル
を
行

っ
て
欲
し
い
で
す
。（
例
）
給
料

の
３
カ
月
分

　
○
13
に
書
い
た
よ
う
に
素
材
と

し
て
の
素
晴
ら
し
さ
を
も
っ
と
一

般
消
費
者
に
広
め
ら
れ
る
よ
う
な

プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
を
期
待
し
て
い

ま
す
。

　
○
Ｓ
Ｎ
Ｓ
で
の
目
を
引
く
「
キ

ャ
ッ
チ
フ
レ
ー
ズ
」
の
拡
散
、
啓

蒙　
○
各
メ
デ
ィ
ア
へ
の
Ｐ
Ｒ
活
動

を
強
化
し
て
欲
し
い
。

　
○
マ
ス
メ
デ
ィ
ア
を
使
っ
た
キ

ャ
ン
ペ
ー
ン

　
○
ブ
ラ
イ
ダ
ル
リ
ン
グ
に
つ
い

て
式
場
、
衣
裳
店
と
の
説
明
の
違

い
　
も
っ
と
説
明
で
き
る
宝
飾
店

を
め
ざ
す
従
業
員
へ
の
教
育

　
○
１
カ
月
に
２
組
の
ご
来
店
ぐ

ら
い
で
す
。
決
定
率
は
１
０
０
％

で
す
。
情
報
誌
、
サ
イ
ト
に
の
せ

て
い
ま
せ
ん
。
２
０
０
０
年
に
は

ゼ
ク
シ
ィ
に
の
せ
て
月
10
～
20
組

の
ご
来
店
が
あ
り
ま
し
た
。
決
定

率
は
50
％
で
し
た
。
ど
ち
ら
が
効

果
的
な
の
か
わ
か
り
ま
せ
ん
。
期

待
す
る
こ
と
は
、
ブ
ラ
イ
ダ
ル
リ

ン
グ
、
特
に
エ
ン
ゲ
ー
ジ
リ
ン
グ

を
贈
る
の
が
め
っ
き
り
へ
っ
て
い

ま
す
。
Ｔ
Ｖ
で
見
せ
る
芸
能
人
だ

け
の
も
の
に
な
っ
て
き
て
い
ま

す
。
も
っ
と
買
わ
な
き
ゃ
な
ら
な

い
も
の
と
い
う
意
識
づ
け
を
し
て

ほ
し
い
で
す

ブライダルダイヤモンドに関するヒアリング調査

　
日
本
眼
鏡
技
術
者
協
会
（
木

方
伸
一
郎
会
長
）で
は
、２
０
２

４
年
度
の「
眼
鏡
作
製
職
種
」技

能
検
定
学
科
試
験
を
、
５
月
15

日
に
実
施
し
、
そ
の
結
果
発
表

を
、
６
月
11
日
に
受
検
者
に
連

絡
し
た
。
２
０
２
４
年
度
の
学

科
合
格
者
数
は
以
下
の
通
り
。

　
実
技
試
験
は
、
２
０
２
４
年

７
月
末
か
ら
、全
国
７
会
場（
札

幌
・
仙
台
・
東
京
・
名
古
屋
・

大
阪
・
岡
山
・
福
岡
）
で
行
わ

れ
る
予
定
。
各
地
区
の
会
場

は
、
公
式
サ
イ
ト
（https://

w
w

w.m
egane-joa.net/

）

で
近
日
発
表
の
予
定
。

　
実
技
試
験
の
合
格
発
表
は
10

月
17
日
を
予
定
。

　
■
２
０
２
４
年
度
の
学
科
試

験
合
格
者
数
は
以
下
の
通
り

（
カ
ッ
コ
内
は
前
年
比
）。

　
総
学
科
試
験
合
格
者
数
（
前

年
比
）：
８
８
１
人
（
前
年
比

82
％
）、
合
格
率
42
・
０
％
（
前

年
56
・
４
％
）

　
１
級
学
科
試
験
合
格
者
数

（
前
年
比
）：
１
２
７
人
（
前
年

比
１
１
２
％
）、
合
格
率
45
・

５
％
（
前
年
37
・
７
％
）

　
２
級
学
科
試
験
合
格
者
数

（
前
年
比
）：
１
５
４
人
（
前
年

比
78
％
）、合
格
率
41
・
５
％（
前

年
59
・
９
％
）

　
＊
参
考
用
（
２
０
２
３
年
の

デ
ー
タ
）

　
試
験
実
施
日
＝
２
０
２
３
年

５
月
15
日
（
水
）
全
国
８
会
場

　
学
科
試
験
合
格
者
総
数
１
０

７
９
人
（
１
級
１
１
３
人
、
２

級
９
６
６
人
）

　
日
本
医
用
光
学
機
器
工
業
会

は
、
第
41
回
通
常
総
会
に
お
い

て
秋
山
雅
孝
氏
を
新
会
長
に
選

任
し
た
。

連
合
会
通
常
総
会
に
つ
い
て

　
⑤
東
京
時
計
宝
飾
眼
鏡
卸
組

合
連
合
会
令
和
５
年
度
総
会
及

び
５
月
役
員
会
に
つ
い
て

　
⑥
第
77
回
東
京
眼
鏡
販
売
店

協
同
組
合
通
常
総
会
後
の
懇
親

会
に
つ
い
て
、
他

　
５
月
27
日
（
月
曜
日
）
港
区

海
岸
「
ベ
イ
サ
イ
ド
ホ
テ
ル 

ア
ジ
ュ
ー
ル
竹
芝
」
に
於
い
て

執
り
行
わ
れ
る

　
第
77
回
東
京
眼
鏡
販
売
店
協

同
組
合
通
常
総
会
後
の
懇
親
会

は
、
小
松
副
理
事
長
が
出
席
す

る
旨
説
明
し
た
。

　
２
．
第
57
回
業
界
物
故
者
追

善
供
養
並
び
に
協
賛
者
祈
願
成

就
の
集
い
の
報
告
（
小
松
副
理

事
長
）

　
３
．
２
０
２
４
年
ワ
ー
ル
ド

オ
プ
チ
カ
ル
フ
ェ
ア
の
報
告

（
平
田
副
理
事
長
）

　
㈱
メ
ガ
ネ
ト
ッ
プ（
静
岡
県
静
岡
市
、

冨
澤
昌
宏
社
長
、
以
下
「
眼
鏡
市
場
」）

は
、
20
～
50
代
の
男
女
６
０
０
人
を
対

象
に
目
の
見
え
方
に
関
す
る
ア
ン
ケ
ー

ト
調
査
を
実
施（
５
月
23
、24
日
）し
た
。

　
老
眼
の
自
覚
に
つ
い
て
、
全
体
の

30
・
３
％
が
「
あ
る
」、69
・
７
％
が
「
な

い
」
と
回
答
。「
な
い
」
と
回
答
し
た

人
の
う
ち
、
老
眼
に
関
す
る
初
期
症
状

の
チ
ェ
ッ
ク
項
目
に
対
し
て
何
か
し
ら

の
症
状
を
訴
え
た
の
は
30
代
で
73
・
７

％
、 

40
代
で
78
・
６
％
に
上
っ
た
。

　
ま
た
、
老
眼
の
自
覚
が
な
い
回
答
者

の
う
ち
、
老
眼
の
初
期
症
状
が
現
れ
て

い
る
「
隠
れ
老
眼
」
は
全
体
で
も
約
３

割
い
る
こ
と
が
分
か
っ
た
。

　
老
眼
の
自
覚
に
つ
い
て
、
全
体
の
30

・
３
％
が
自
覚
が
「
あ
る
」、69
・
７
％

が
自
覚
が「
な
い
」と
回
答
。「
な
い
」
と

回
答
し
た
う
ち
、
老
眼
の
初
期
症
状
で

あ
る
「
自
分
の
人
差
し
指
の
指
紋
が
は

っ
き
り
見
え
る
の
が
30
セ
ン
チ
以
上
」

だ
っ
た
人
は
29
・
４
％
に
も
上
っ
た
。

　
ま
た
、「
小
さ
い
文
字
を
読
む
際
に
、

文
字
が
ぼ
や
け
る
、見
え
に
く
い
」「
物

を
見
る
た
め
に
手
元
の
物
を
離
し
た
り

近
づ
け
た
り
す
る
こ
と
が
あ
る
」な
ど
、

老
眼
の
症
状
に
関
す
る
６
項
目
に
つ
い

て
、
当
て
は
ま
る
頻
度
を
聞
い
た
と
こ

ろ
、
何
か
し
ら
の
症
状
を
訴
え
た
の
は

30
代
で
73
・
７
％
、 

40
代
で
78
・
６
％

に
上
っ
た
。（
次
号
に
詳
細
を
掲
載
）

　
日
本
メ
ガ
ネ
協
会
（
東
京
都

中
央
区
日
本
橋
、
風
早
昭
正
代

表
理
事
、
略
称
：
日
メ
協
）
は
、

６
月
12
日
か
ら
、
日
メ
協
の
眼

鏡
作
製
技
能
士
会
員
を
対
象
に

し
た
『
リ
カ
レ
ン
ト
教
育
』
の

最
新
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
公
開
し

た
。今
回
で
第
４
回
目
と
な
り
、

受
講
料
は
こ
れ
ま
で
と
同
様
に

無
料
。

　
演
題
は
『
こ
ど
も
の
目
の
日

の
制
定
と
そ
の
背
景
』。
日
メ

協
と
し
て
は
、
初
の
眼
科
専
門

医
に
よ
る
教
育
プ
ロ
グ
ラ
ム
と

な
る
。
講
師
は
、
小
児
眼
科
分

野
を
専
門
に
活
躍
し
て
い
る
浜

松
医
科
大
学
眼
科
病
院
の
佐
藤

美
保
教
授
。

　
佐
藤
教
授
は
、「
子
供
の
視

力
の
成
長
を
見
守
り
、
目
の
健

康
を
推
進
す
る
」
た
め
に
、
令

和
５
年
３
月
に
“
６
月
10
日
こ

ど
も
の
目
の
日
”
が
制
定
さ
れ

た
そ
の
背
景
か
ら
始
ま
り
、
大

き
く
分
け
て
①
小
児
の
視
覚
発

達
と
弱
視
②
早
期
発
見
・
早
期

治
療
の
重
要
性
③
近
視
進
行
予

防
と
生
活
習
慣
改
善
に
つ
い
て

話
を
い
た
だ
き
、
眼
科
健
診
の

重
要
性
と
と
も
に
、
子
供
達
の

健
全
な
視
力
発
達
の
た
め
に
知

っ
て
お
き
た
い
こ
と
に
つ
い
て

理
解
を
深
め
る
こ
と
が
で
き
る

内
容
。

　
１
級
用
、
２
級
用
各
５
問
の

確
認
問
題
に
合
格
す
る
と
、
１

ポ
イ
ン
ト
が
付
与
さ
れ
る
。
受

講
時
間
は
約
25
分
。

　
受
講
方
法
は
、
眼
鏡
作
製
技

能
士
会
員
の
マ
イ
ペ
ー
ジ
に
ア

ク
セ
ス
し
、
一
覧
メ
ニ
ュ
ー
か

ら
〈
リ
カ
レ
ン
ト
教
育
は
こ
ち

ら
か
ら
〉
を
選
択
し
、
プ
ロ
グ

ラ
ム
を
選
択
す
る
だ
け
。
現
在

は
①
難
易
度
の
高
い
厄
介
な
累

進
屈
折
力
レ
ン
ズ
の
ク
レ
ー
ム

実
例
と
対
処
例
と
②
両
眼
視
下

で
の
屈
折
測
定
例
紹
介
（
実
機

操
作
を
用
い
た
演
習
）
も
掲
載

さ
れ
て
い
る
が
、
最
新
の
プ
ロ

グ
ラ
ム
を
選
択
を
（
な
お
、
昨

年
公
開
し
た
「2023iOFT

特

別
セ
ミ
ナ
ーW

EB

公
開
版
」

は
２
月
14
日
を
持
っ
て
終
了
し

た
）。

　
な
お
、
今
回
の
セ
ミ
ナ
ー
の

受
講
で
、
リ
カ
レ
ン
ト
教
育
の

ポ
イ
ン
ト
が
４
ポ
イ
ン
ト
に
達

し
、
プ
ラ
イ
ム
会
員
に
認
定
さ

れ
る
方
が
誕
生
す
る
（
日
メ
協

の
眼
鏡
作
製
技
能
士
会
員
と
し

て
２
年
間
在
籍
さ
れ
て
い
る
方

が
対
象
）。

　
１
級
眼
鏡
作
製
技
能
士
は
次

の
更
新
年
度
（
２
０
２
５
年
１

月
）
か
ら
日
メ
協
の
プ
ラ
イ
ム

会
員
１
級
に
、
２
級
は
プ
ラ
イ

ム
会
員
２
級
に
認
定
さ
れ
、
各

該
当
す
る
バ
ッ
ジ
が
貸
与
さ
れ

る
ほ
か
に
、
公
式
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
「
か
け
ご
こ
ち
」
で
、
プ
ラ

イ
ム
会
員
紹
介
も
す
る
（
現
在

２
級
の
方
で
２
０
２
４
年
10
月

以
降
、
１
級
に
昇
格
し
た
方

は
、
２
級
の
プ
ラ
イ
ム
会
員
と

な
る
）。
こ
の
件
に
つ
い
て
は
、

別
途
手
続
き
等
が
必
要
。
会
員

に
は
、更
新
時
期
に
入
っ
た
ら
、

登
録
さ
れ
た
メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス

宛
に
案
内
す
る
。

　
４
月
10
日
～
11
日
両
日
、
港

区
海
岸
「
東
京
都
立
産
業
貿
易

セ
ン
タ
ー
（
浜
松
町
館
）」
に

於
い
て
開
催
し
た
２
０
２
４
年

ワ
ー
ル
ド
オ
プ
チ
カ
ル
フ
ェ
ア

に
つ
い
て
報
告
し
、
来
場
者
数

は
１
１
１
９
人
（
前
年
は
１
０

７
１
人
）、
取
引
点
数
は
お
買

い
上
げ
点
数
券
ベ
ー
ス
で
３
万

７
１
５
８
点
（
３
万
７
１
５
８

万
円
相
当
、
前
年
は
３
万
３
２

８
４
点
）
と
な
っ
た
旨
あ
わ
せ

て
報
告
し
た
。

　
４
．
２
０
２
５
年
ワ
ー
ル
ド

オ
プ
チ
カ
ル
フ
ェ
ア
の
件
（
平

田
副
理
事
長
）

　
来
春
、
４
月
に
開
催
す
る
２

０
２
５
年
ワ
ー
ル
ド
オ
プ
チ
カ

ル
フ
ェ
ア
日
程
に
つ
い
て
、「
東

京
都
立
産
業
貿
易
セ
ン
タ
ー

（
浜
松
町
館
）」
指
定
管
理
者
の

公
益
財
団
法
人
東
京
都
中
小
企

業
振
興
公
社
と
日
程
調
整
し
た

結
果
下
記
の
と
お
り
決
定
し
た

旨
説
明
し
た
。

　
時
）令
和
７
年
４
月
15
日（
火

曜
日
）
～
16
日
（
水
曜
日
）

　
於
）
港
区
海
岸
「
東
京
都
立

産
業
貿
易
セ
ン
タ
ー
（
浜
松
町

館
）」
３
階
・
４
階
全
展
示
室

　
５
．
教
育
情
報
部
か
ら
の
ご

案
内
（
齊
藤
常
務
理
事
）

　
６
．
情
報
交
換
、
他

　
７
．
組
合
創
立
百
周
年
記
念

行
事
の
件

　
日
本
ジ
ュ
エ
リ
ー
協
会
ブ
ラ
イ
ダ

ル
ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド
分
科
会
は
、
先
ご

ろ
加
入
小
売
会
員
に
対
し
て
「
ブ
ラ

イ
ダ
ル
ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド
」
に
関
す
る

ヒ
ア
リ
ン
グ
調
査
実
施
し
た
。
前
号

の
続
き
を
紹
介
す
る
。

『
日
医
光
』新
会
長
に
秋
山
雅
孝
氏

老
眼
症
状
は
30
代
か
ら
！ 

自
覚
な
い
隠
れ
老
眼
が
３
割

目
の
見
え
方
に
関
す
る
調
査

メ
ガ
ネ
ト
ッ
プ

学
科
試
験
合
格
者
発
表

２
０
２
４
年
度
「
眼
鏡
作
製
職
種
」技
能
検
定

ＪＪＡが実施

日
メ
協

初の眼科専門医によるリカレント教育 ６月１２日
から公開

こどもの目の日の制定とその背景こどもの目の日の制定とその背景
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本
を
読
ま
な
い
人
が
半
数
に

　〈
新
規
設
問
〉

　
❻
朝
の
ニ
ュ
ー
ス
チ
ェ
ッ
ク

は
半
数
が
出
社
前
に
「
10
分
以

内
」
で
効
率
よ
く
、20
代
は
「
チ

ェ
ッ
ク
し
な
い
」
人
も
３
割

　
❼
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
の
使
用

時
間
は
１
日
「
３
時
間
以
上
」

が
過
半
数
、 

20
～
40
代
で
は
約

２
割
が
「
５
時
間
以
上
」
の
ヘ

ビ
ー
ユ
ー
ザ
ー

　
❽
「
仕
事
帰
り
に
一
杯
！
」

は
５
類
移
行
後
も
復
活
せ
ず
？

若
者
の
方
が
積
極
的

　
❾
仕
事
帰
り
の
飲
み
会
の
滞

在
時
間
は
「
２
時
間
」
が
半
数
、

長
く
て
も
「
３
時
間
」

　
❿
対
話
型
Ａ
Ｉ
の
プ
ラ
イ
ベ

ー
ト
利
用
は
ま
だ
２
割
、
使
っ

て
も
１
週
間
で
「
30
分
以
下
」

　
⓫
７
割
近
く
が
運
動
習
慣
あ

り
、１
週
間
の
運
動
時
間
は「
１

時
間
未
満
～
２
時
間
」
程
度

　
設
問
は
、
平
日
の
出
社
日
も

し
く
は
土
日
を
含
め
た
１
週
間

を
想
定
し
て
、
選
択
肢
の
中
か

ら
最
も
近
い
も
の
を
選
択
し
て

も
ら
っ
た
。
な
お
、
ハ
イ
ブ
リ

ッ
ド
ワ
ー
ク
（
出
勤
と
テ
レ
ワ

ー
ク
の
併
用
）
の
方
は
、
オ
フ

ィ
ス
へ
の
出
社
日
を
想
定
し
て

い
る
。

　
❹
夫
婦
の
対
話
時
間
は
１
日

「
１
時
間
以
上
」
が
４
割
、
家

族
と
過
ご
す
時
間
が
増
え
て
増

加
傾
向

　
❺
“
読
書
離
れ
”
が
加
速
し
、

る
も
、「
30
分
圏
内
」
に
住
む

人
も
増
加

　
シ
チ
ズ
ン
時
計
㈱
で
は
、
６

月
10
日
の
「
時
の
記
念
日
」 

を

前
に
、
全
国
の
ビ
ジ
ネ
ス
パ
ー

ソ
ン
４
０
０
人
を
対
象
と
し
た 

『
生
活
時
間
』 

に
関
す
る
調
査

を
実
施
し
た
。
同
調
査
で
は
、

25
年
前
（
１
９
９
９
年
）
と
、

50
年
前
（
１
９
７
４
年
）
に
同

社
が
実
施
し
た
同
様
の
調
査
と

の
経
年
変
化
も
探
っ
た
。

【
調
査
結
果
の
要
約
】

　〈
50
年
の
経
年
変
化
〉

　
❶
平
日
の
睡
眠
時
間
は
「
６

～
７
時
間
」、睡
眠
不
足
の
「
５

時
間
以
下
」
は
25
年
で
半
減

　
❷
仕
事
の
日
の
朝
食
は
さ
さ

っ
と
「
10
分
」
が
主
流
、“
食

べ
な
い
”
派
は
50
年
で
倍
増

　
カ
シ
オ
計
算
機
は
、
６
月
17

日
（
月
）
か
ら
７
月
１
日
（
月
）

ま
で
、
２
０
２
４
年
夏
時
計
新

製
品
発
表
会
を
オ
ン
ラ
イ
ン
で

開
催
す
る
。

　
２
０
２
４
年
７
月
～
９
月
発

売
予
定
の
新
製
品
を
特
設
サ
イ

ト
で
お
披
露
目
す
る
。

　
◆
閲
覧
方
法

　
６
月
17
日
（
月
）
９
時
か
ら

　CASIO
 CO

M
PU

TER 
CO., LTD. 

〈reply@cc.cas
io.info

〉
か
ら
特
設
サ
イ
ト
の

URL

を
メ
ー
ル
で
お
送
り
す

る
。

　
◆
特
設
サ
イ
ト
開
設
期
間

　
６
月
17
日
（
月
）
～
７
月
１

日
（
月
）

　
◆
内
容

　
・
２
０
２
４
年
７
月
～
９
月

発
売 

新
製
品
の
コ
ン
セ
プ
ト

紹
介

　
・「G-SH

OCK

」「BAB
Y-G

」「EDIFICE

」「PRO 
TREK

」「CASIO CLASS
IC

」
等
の
主
要
新
モ
デ
ル
情
報

で
し
た
い
こ
と
は
、「
動
画
視

聴
」（
19
・
６
％
）、「
睡
眠
」

（
17
・
８
％
）、「
読
書
」（
16
・

５
％
）。

　
ベ
ス
ト
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
を

発
揮
で
き
る
時
間
は
生
ま
れ
つ

き
決
ま
っ
て
い
る
?! 

個
人
の

ク
ロ
ノ
タ
イ
プ
（
体
内
時
計
）

を
調
査

　
◆
調
査
対
象
の
ク
ロ
ノ
タ
イ

プ
は
、「
朝
型
」
24
・
３
％
、

「
中
間
型
」
54
・
３
％
、「
夜
型
」

21
・
３
％
。

　
◆
現
代
人
の
３
人
に
１
人

が
「
社
会
か
ら
求
め
ら
れ
る
時

間
感
覚
と
自
分
の
ク
ロ
ノ
タ
イ

プ
に
ギ
ャ
ッ
プ
」（
38
・
７
％
）

を
感
じ
て
い
る
。

　
２
０
２
４
年
現
在
の
時
間
感

覚
（
定
点
観
測
）

　「
１
日
が
24
時
間
で
は
足
り

な
い
」
と
感
じ
る
人
の
割
合
が

過
去
最
多
に
！
時
間
に
追
わ
れ

る
現
代
人
の
傾
向
が
顕
著
に

　
◆
70
・
８
％
が
「
時
間
に
追

わ
れ
」、
60
・
８
％
が
「
１
日

24
時
間
で
は
足
り
な
い
」。

　
◆
１
時
間
の
価
値
、
オ
ン
タ

イ
ム
４
６
７
２
円
、
オ
フ
タ
イ

ム
１
万
２
９
７
４
円
と
昨
年
よ

り
高
値
。

　
◆
心
情
を
表
す
言
葉
、 「
イ

ラ
イ
ラ
」が
１
位
に
返
り
咲
き
。

　
◆
最
近
の
生
活
を
表
す
言

葉
、
１
位
は
「
ば
た
ば
た
」。

　
◆
わ
か
ら
な
い
こ
と
に
対
し

ス
マ
ホ
な
し
で
考
え
る
時
間

「
５
分
以
内
」
が
６
割
、「
０
分
」

が
２
割
と
、
い
ち
早
く
正
解
に

た
ど
り
着
き
た
い
傾
向
あ
り
。

「
タ
イ
パ
派
」と「
じ
っ
く
り
派
」

は
半
数
ず
つ
存
在
、
時
間
に
厳

し
い
日
本
人
の
時
間
の
使
い
方

が
多
様
化

　
◆
何
事
も
タ
イ
パ
を
高
め
時

間
効
率
を
優
先
し
た
い
「
タ
イ

パ
派
」
47
・
３
％
、
時
間
効
率

に
縛
ら
れ
ず
に
生
活
し
た
い

「
じ
っ
く
り
派
」
52
・
８
％
。

　
◆
タ
イ
パ
を
重
視
す
る
時
間

は
、「
掃
除
」（
37
・
８
％
）、

「
料
理
」（
36
・
６
％
）、「
洗

濯
」（
36
・
５
％
）、「
買
い
物
」

も
し
な
い
時
間
は
怖
い
・
不
安
」

（
35
・
９
％
）
と
相
反
す
る
感

情
で
ゆ
れ
る
現
代
人
。

　
現
代
人
の
６
割
が
「
タ
イ
パ

が
社
会
に
定
着
し
た
」と
実
感
。

　
タ
イ
パ
派
は
生
成
Ａ
Ｉ
を
活

用
し
時
間
効
率
を
向
上

　
◆
６
割
が
「
タ
イ
パ
は
社
会

に
定
着
し
た
」
と
実
感
。

　
◆
タ
イ
パ
が
最
重
要
課
題
と

答
え
た
人
の
多
く
が
、
時
間
効

率
を
高
め
る
た
め
に
生
成
Ａ
Ｉ

な
ど
の
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
を
積
極

的
に
活
用
。

調
査
を
２
０
１
７
年
か
ら
実
施

し
、
毎
年
『
セ
イ
コ
ー
時
間
白

書
』
と
し
て
発
表
し
て
い
る
。

「
人
そ
れ
ぞ
れ
の
豊
か
な
時
、

　
セ
イ
コ
ー
グ
ル
ー
プ
㈱
は
、

６
月
10
日
の
「
時
の
記
念
日
」

に
ち
な
み
、
生
活
者
に
時
間
に

つ
い
て
の
意
識
や
実
態
を
探
る

　６月１０日の「時の記念日」を前にセイコーグル
ープ㈱（東京都中央区、服部真二代表取締役会長兼
グループＣＥＯ兼グループＣＣＯ）が２０１７年か
ら実施している生活者に時間についての意識や実態
を探る「セイコー時間白書２０２４」を、シチズン

時計㈱（東京都西東京市、佐藤敏彦社長）が全国の
ビジネスパーソンを対象とした「 生活時間 」に関
する調査を実施し２５年前と、５０年前に実施した
同様の調査との経年変化も探った。

を
対
象
に
タ
イ
ム
パ
フ
ォ
ー
マ

ン
ス
重
視
が
定
着
す
る
現
代
に

お
い
て
、
多
様
化
す
る
時
間
の

使
い
方
の
実
態
に
つ
い
て
調
査

を
行
っ
た
。

　
効
率
主
義
に
違
和
感
を
感
じ

る
“
タ
イ
パ
疲
れ
”
の
兆
し
も
。

　
時
間
と
の
向
き
合
い
方
に
ゆ

こ
と
に
違
和
感
」（
52
・
９
％
）、

「
タ
イ
パ
の
押
し
付
け
を
感
じ

る
」（
40
・
０
％
）
と
“
タ
イ

パ
疲
れ
”
の
傾
向
も
。

　
◆ 

「
時
に
は
立
ち
止
ま
っ
て

ひ
と
つ
の
こ
と
を
考
え
た
い
」

人
が
７
割
に
対
し
、「
立
ち
止

ま
っ
て
考
え
る
時
間
が
と
れ
て

い
な
い
」
人
が
５
割
存
在
。

　
◆
「
何
も
し
な
い
時
間
を
増

や
し
た
い
」（
49
・
８
％
）、「
何

自
分
ら
し
い
時
間
の
過
ご
し

方
を
願
う
」
セ
イ
コ
ー
の
理

念
に
基
づ
き
、
全
国
の
15
歳

～
69
歳
の
男
女
１
２
０
０
人

（
33
・
７
％
）

な
ど
家
事
全
般

に
。

　
◆
タ
イ
パ
に

と
ら
わ
れ
ず
に

過
ご
し
た
い
時

間
は
、「
睡
眠
」

（
41
・
８
％
）、

「
家
族
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
」（
39
・
５

％
）、「
友
人
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ

ョ
ン
」（
35
・

３
％
）。

　
◆
タ
イ
パ
で

生
ま
れ
た
時
間

スマホ利用は１日「３時間以上が過半数」 ５時間以上のヘビーユーザーも

セ
イ
コ
ー

時
間
白
書

タ
イ
パ
潮
流
に

新
し
い
兆
し
が

オンラインで開催

２４年の夏時計
新製品発表会

カシオ計算機 

現
代
人
の
半
数
が
眠
る
時
間
削
っ
て
ま
で
自
由
時
間
獲
得

首
都
圏
は
長
時
間
通
勤
者
が
減
少 

30
分
圏
内
居
住
が
多
く

半
数
以
上
が
何
で
も「
タ
イ
パ
」に
違
和
感

自
宅
時
間
が
増
え
夫
婦
対
話
時
間
も
増
加

れ
る
現
代
人

　
◆ 

「
タ
イ
パ

を
求
め
ら
れ
る

　
❸
首
都
圏
在

住
者
の
半
数
が

「
１
時
間
以
上
」

か
け
て
通
勤
す

ビジネスパーソン４００人対象 １５～６９歳の男女１２００人に聞く

結
果
を
公
表

セ
イ
コ
ー

セ
イ
コ
ー

時
間
白
書

タ
イ
パ
潮
流
に

新
し
い
兆
し
が

シ
チ
ズ
ン

時
間
意
識
査調

50
年
間
で
変
化

し
た
生
活
時
間

50
年
間
で
変
化

し
た
生
活
時
間

時
間
意
識
査調

シ
チ
ズ
ン

シ
チ
ズ
ン

１日の平均睡眠時間はどのくらいですか？

１日の夫婦の対話時間はどのくらいですか？

１日のスマートフォンの平均使用時間はどのくらいですか？

自
宅
時
間
が
増
え
夫
婦
対
話
時
間
も
増
加

半
数
以
上
が
何
で
も「
タ
イ
パ
」に
違
和
感

時の記念日時の記念日時の記念日時の記念日 アンケートアンケートアンケート

２０２４２０２４
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